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セメント固化飛灰の比表面積が易溶解性物質の溶出量に及ぼす

影響
 

土手 裕 ・関戸 知雄

 
Influence of Specific Surface Area of Cement Solidified Fly Ash on 

Leaching Amount of Easily Soluble Substances  
 

Yutaka DOTE, Tomoo SEKITO 
 

Abstract 
 

   The purpose of this study was to develop salt leaching control technology by solidifying fly ash with cement.  
Cylindrical specimens with different porosity were prepared to determine the parameters of the leaching model.  
Three cubic specimens with different size were prepared to clarify the relation between the specific surface area of 
the specimen and the leaching amount per specimen weight. Tank leaching tests were performed on these cylindrical 
and cubic specimens. As the porosity of specimen increased, the rate constants of surface dissolution were decreased, 
and the ratio of volume of specimen contributing to surface dissolution were increased. As the specific surface area 
was decreased, dimensionless cumulative leached amounts of Na, K and Cl were decreased, which means that leaching 
of salts from cement solidified fly ash could be controlled. In the non-depleted region, the actual leaching from cubic 
specimen was expressed by the proposed leaching model very well in both cases where the ratio of the maximum 
leaching amount per surface area was considered constant and where the depth contributing to surface dissolution was 
considered constant. 

 
Keywords: Cement solidified fly ash, Easily soluble substance, Specific surface area 

 

 はじめに

一般廃棄物の直接焼却率は平成 年度に 程度であ

り 、ごみ焼却率の向上に伴い埋立物のうち焼却残渣（焼

却灰と飛灰）の割合が増加する傾向にある 。焼却残渣の

うち、特に焼却飛灰には易溶解性物質が多く含まれており

、浸出水中の塩類の高濃度化が進行する。塩類の高濃度

化は埋立層内の物理化学的・生物学的作用、浸出水処理施

設機能、放流先の水環境に悪影響をもたらすため 、浸出

水中の脱塩処理が行われている。脱塩処理によって生成さ

れる副生塩は工業塩として再利用する方法が検討されて

いるが、天然塩と比較してコストが高すぎる。そのため、

処分場で保管または産業廃棄物として処分されている 。

一方で、飛灰には重金属類が多く含まれているため、飛

灰を埋立処分する場合に中間処理を行わなければならな

い。飛灰の中間処理のうち、セメント固化処理は易溶解性

物質の一つである塩類の不溶化は出来ないが、セメント固

化体は屈曲などの物理的要因により拡散が遅延される 。

セメント固化体からの易溶解性物質の主要な溶出機構は

固化体表面に付着する易溶解性物質の溶出と固化体試料

内部からの表面への拡散である 。そのため、セメント固

化体からの易溶解性物質の重量当たり溶出量は固化体を

大きくすることで抑制できると予想されるが、固化体の大

きさと重量あたり溶出量の関係は報告されていない。

溶出モデルは表面溶出モデルと内部拡散モデルの組み

合わせによって表現される 。内部拡散モデルで用いられ

る拡散係数 は空隙率θと関係があり、空隙率が増加する

と拡散係数は増加する 。また、竹本は表面溶出が暴露面

近傍で生じるため、固化体の全体の体積のうち、表面溶出

に関与する体積の割合をγを用いて表現し、溶出モデルと

した 。

そこで、本研究ではセメント固化体の大きさによる塩類

溶出抑制効果の検討を目的として、異なった大きさのセメ

ント固化体を用いてタンクリーチング試験を行い、固化体

の大きさと固化体重量当たり溶出量の関係を明らかにし

た。さらに、溶出量予測モデルの適応性を検討した。

 
 実験方法

供試体の作成

固化方法

Ａ市の一般廃棄物焼却施設（活性炭と消石灰を吹き込む

排ガス処理を行っている）の焼却飛灰を実験に用いた。固
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